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開催年月日 講演会・討論会等開催名（開催地） 掲載頁
28． 6．30㈭

7． 1㈮
平成 28年度繊維基礎講座－繊維の基礎を 2日で学ぶ－（東京都・東京工
業大学 蔵前会館 ロイアルブルーホール） A5

7． 4㈪ 第 225 回ゴム技術シンポジウム「耐熱性エラストマーの接着と表面処理技
術」（東京都・東京電業会館 地下ホール） A8

7． 8㈮ 第183 回被服科学研究委員会（公開）（東京都・大妻女子大学 千代田校舎） A8
7．19㈫
～21㈭

平成 28年度 第 46 回繊維学会夏季セミナー「20年後の繊維産業に向け
て」（福井市・福井県民ホール、福井市交流プラザ、福井駅西口再開発ビル） A3～4

7．29㈮ 第 226 回ゴム技術シンポジウム「水素エネルギーシステムを支えるエラス
トマー材料技術」（東京都・工学院大学 新宿校舎 28 階 第 1会議室） A8

8． 4㈭ プラスチック成形加工学会第 154 回講演会－混合・混練評価にCAE技術
はどこまで使えるのか－（東京都・タワーホール船堀） A8

8．26㈮ 講習会 ゴムの力学入門コース 2016「ゴム材料・製品のためのFEM解
析」（東京都・東部ビル 5階AB会議室） A8

8．30㈫
31㈬

第 29 回におい・かおり環境学会（東京都・東京家政大学 板橋キャンパ
ス） A9

9． 2㈮ プラスチック成形加工学会第 19 回成形加工テキストセミナー－第 5巻「先
端成形加工技術Ⅱ」－（東京都・スクエア荏原 大会議室） A9

9． 3㈯
10㈯

平成 28 年度 高機能・高性能繊維講座（大阪会場）（大阪市・大阪産業創造
館） A9

9．20㈫
～21㈬

平成 28年度繊維学会秋季研究発表会（米沢市・山形大学 米沢キャンパ
ス） A6～7

9．24㈯
10． 1㈯

平成 28 年度 高機能・高性能繊維講座（名古屋会場）（名古屋市・ウインク
あいち） A9

9．27㈫ プラスチック成形加工学会第 20 回成形加工テキストセミナー－第Ⅰ巻「流す・形にする・
固める」＆第Ⅱ巻「成形加工における移動現象」－（東京都・きゅうりあん 6階 大会議室） A9

9．29㈭
30㈮

第 40 回静電気学会全国大会（桐生市・群馬大学 桐生キャンパス総合研究
棟） A9

10．11㈫
～14㈮ 第 2回材料WEEK（京都市・京都テルサ） A10

10．20㈭
21㈮ 第 21 回高分子分析討論会（名古屋市・名古屋国際会議場 白鳥ホール） A10

10．26㈭
～28㈮ 第 52 回 X線分析討論会（東京都・筑波大学東京キャンパス文京校舎） A10

10．28㈮
～30㈰ 第 64 回レオロジー討論会（豊中市・大阪大学豊中キャンパス） A9

10．31㈪
11． 1㈫

第 28 回高分子加工技術討論会（名古屋市・名古屋市工業研究所 管理棟 3
階 第 1会議室） A10
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研究委員会一覧（平成28年 6月 1日現在）

平成28年度繊維学会主要行事予定

複写される方へ

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

平成 28 年度 繊維の基礎講座 平成28年 6 月30日㈭～7月 1日㈮ 東工大蔵前会館
ロイアルブルーホール

第 46 回夏季セミナー 平成28年 7 月19日㈫～21日㈭ 福井市
福井県県民ホール「アオッサ」

平成 28 年度 秋季研究発表会 平成28年 9 月20日㈫、21日㈬ 山形大学工学部（米沢市）

研究委員会名 委員長名 所 在 地 TEL & E-mail

繊 維 基 礎 科 学 櫻井 伸一 〒606－8585 京都府京都市左京区松ヶ崎御所海道町
京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科 繊維学系

075－724－7864
shin@kit.jp
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京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科 繊維学系
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大妻女子大学短期大学部

03－5275－6022
i-hirai@otsuma.ac.jp

紙 · パ ル プ 江前 敏晴 〒305－8572 茨城県つくば市天王台 1－1－1
筑波大学 生命環境系生物材料工学分野

029－853－4646
t@enomae.com

オプティックスとエレ
クトロニクス有機材料 渡辺 敏行 〒184－8588 東京都小金井市中町 2－24－16

東京農工大学大学院工学研究院工学府応用科学専攻
042－388－7289

toshi@cc.tuat.ac.jp

先 端 繊 維 素 材 村瀬 浩貴 〒101－8437 東京都千代田区一ツ橋 2－2－1
共立女子大学 家政学部 被服学科

03－3237－2501
hmurase@kyoritsu-wu.ac.jp

感 性 フォーラム 徳山 孝子 〒657－0015 兵庫県神戸市灘区篠原伯母野山町1－2－1
神戸松蔭女子学院大学 ファッション・ハウジングデザイン学科

078－882－8789
tokuyama@shoin.ac.jp

超 臨 界 流 体 奥林 里子 〒606－8585 京都市左京区松ヶ崎御所海道町
京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科 繊維学系

075－724－7367
okubay@kit.ac.jp

ナノファイバー
技 術 戦 略 松本 英俊 〒152－8552 東京都目黒区大岡山 2－12－1－S8－27

東京工業大学大学院 理工学研究科
03－5734－3640

matsumoto.h.ac@m.titech.ac.jp

若 手 宝田 亘 〒152－8552 東京都目黒区大岡山 2－12－1－S8－32
東京工業大学大学院 理工学研究科

03－5734－3658
takarada.w.aa@titech.ac.jp
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平成28年度 第46回繊維学会夏季セミナー
「20年後の繊維産業に向けて」

趣 旨：本年度の夏季セミナーは北陸支部で担当し、「20 年後の繊維産業に向けて」と題して、福井駅周辺の 3施
設を利用し開催いたします。本セミナーを繊維産業の集積地である北陸で開催するにあたって、現状を打
破しさらに未来へと続く将来の繊維ビジョンについて皆様に考えていただくことを目的としています。1
日目の特別講演では、原子力や環太平洋パートナーシップ（TPP）協定交渉という今後の日本社会に影響
する話題を講演していただきます。2日目以降は、繊維産業の継続的な発展のために、e‒テキスタイル、
繊維強化複合材料、織編技術、染色、機能加工、バイオミメティクスおよびロジスティクスに関して最新
研究や事例紹介をしていただきます。1日目夕刻の懇親会に加えて、二日目夕方にも繊維学会恒例のワイ
ンパーティーを催します。講師の先生、参加者、実行委員と交流し、新たなネットワークを形成する機会
としてご利用ください。最終日の午後には、支部内にある企業を見学するエクスカーションも企画してい
ます。

日 時：平成 28 年 7 月 19 日㈫～21 日㈭
場 所：福井県民ホール、福井市交流プラザ、福井駅西口再開発ビル

〒910－0858 福井市手寄 1丁目 4番 1号、〒910－0006 福井県福井市中央 1丁目 2番 1号
http : //kenminhall-fukui.jp/aboutstyle/、http : //www.kouryu.fukui.jp/、http : //www.happiring.com/

交 通：JR福井駅から徒歩 1分
定 員：300 名
プログラム：

第 1日目
（7/19）

時 間 プ ロ グ ラ ム
12 : 00 受付開始（福井県民ホール）

13 : 30～14 : 30 【特別講演 1】繊維と放射線の関わり ～原子力から見た繊維～
福井大学付属国際原子力工学研究所 泉 佳伸

14 : 30～15 : 30 【特別講演 2】福井の恐竜～発掘と恐竜博物館～ 福井県恐竜博物館 野田芳和
15 : 30～16 : 00 休 憩

16 : 00～17 : 00 【特別講演 3】TPPと日本繊維産業（仮題） 日本化学繊維協会 鍵山博哉
18 : 00～20 : 00 懇親会（フクイパレスホテル）

e‒ テキスタイル 繊維強化複合材料＆織編技術

9 : 15～10 : 00
A－1）太陽光発電テキスタイルの開発

福井県工業技術センター 増田敦士
B－1） 炭素繊維のこれまでの発展と今後

の展望
いしかわ炭素繊維クラスター 西原正浩

10 : 00～10 : 45
A－2）スポーツにおけるウエアラブルの現状

～パーソナルユースとチームユース～
㈱ゴールドウイン 中村研二

B－2） 自動車用分野におけるCFRPの
将来性を考える

㈱本田技術研究所 漆山雄太
10 : 45～11 : 15 休 憩

11 : 15～12 : 00
A－3）スマートテキスタイル用のエレク

トロニクス部材
東京大学 伊藤寿浩

B－3） 製織技術の昨日・今日・明日
金沢大学 喜成年泰

12 : 00～13 : 30 昼 食

13 : 30～14 : 15
A－4）導電性高分子を用いた有機太陽電

池の最新動向
京都大学 大北英生

B－4） 衣料から医療へ
メディカル製品開発への挑戦（仮）

福井経編興業㈱ 髙木義秀

14 : 15～15 : 00

染色・機能加工 メディカル＆センシング

A－5）高分子界面の基礎と材料への展開
九州大学 田中敬二

B－5） 臨床が求める材料の特性－フィブ
ロインとポリエチレンを例として－

京都大学 富田直秀
15 : 00～15 : 30 コーヒーブレイク

15 : 30～16 : 15
A－6）非フッ素系撥水加工剤に関して

日華化学㈱ 竹内斉久
B－6） タンパク質固定化法の開発とバイ

オセンシングへの応用
広島大学 池田 丈

16 : 15～17 : 00
A－7）バイオベースマテリアルを用いた染色

－その良い点と解決すべき課題－
京都工芸繊維大学 安永秀計

B－7） 包装材料とロジスティックス関連（仮）
－物流におけるトレーサビリティ－

㈱カネカ 千波 誠
移 動

17 : 30～19 : 00 ポスターセッション＆ワインパーティー（ハピリン）

第 2日目
（7/20）
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参 加 費：

懇親会費：大学・官公庁・企業 7,000 円 学生 3,000 円
会場：福井パレスホテル

懇親会参加申込み方法：
参加登録申込み時に懇親会参加の有無について選ぶ箇所があります。
繊維学会HPの夏季セミナーページ：http : //www.fiber.or.jp/jpn/events/2016/summer/index.html

事前参加申込期間：平成 28 年 5 月 16 日㈪～平成 28 年 7 月 1 日㈮
＊当日も会場にて参加を承ります。

参加費振込先：参加費は現金書留又は、銀行振込みでお支払いください。
＊振込手数料は振込人にてご負担ください。
現金書留または銀行の控えをもって、本会からの領収書に代えさせていただきます。
現金書留郵送先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－209 繊維学会事務局 宛
銀行口座：三菱東京UFJ 銀行目黒駅前支店普通口座 4287837 一般社団法人繊維学会

エクスカーション 小松精練㈱ファブリック・ラボラトリー［fa-bo（ファーボ）］見学
日 時：7月 21 日㈭ 13 : 00～16 : 30
定 員：40 名程度
参加費：3,000 円（貸切バス移動を含む）

＊参加費は、当日現地にてお支払いください。
お申込：参加のお申し込みは 7月 8日㈮までにメールにて summer2016@fiber.or.jp へお申し込みください。

13 : 00 福井駅出発
14 : 00～15 : 30・小松精練㈱ファブリック・ラボラトリー［fa-bo（ファーボ）］見学
小松駅と小松空港を経由
17 : 00 福井駅到着（予定）

＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
なお、あたらしい開発のアイディアなども多数あるため、同業他社の方の参加申し込みについてはお断りするこ

ともございます。
研究発表募集：ポスター発表を募集します。年齢制限はありません。

（開催日に 35 歳未満の学会員の場合、ポスター賞の対象になります）
発表申込/予稿集原稿のいずれも専用のWEBから発表 1件ごとに登録/投稿していただきます。
予稿原稿提出締切 平成 28 年 7 月 7 日㈭

問い合わせ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208 一般社団法人繊維学会 夏季セミナー係
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260 E-mail : summer2015@fiber.or.jp
HP : http : //www.fiber.or.jp/jpn/events/2016/summer/index.html

実行委員会
実行委員長：久田研次（福井大院工）
副実行委員長：末 信一朗（福井大院工）、野村正和（セーレン㈱）
実行委員：青山雅俊（東レ㈱）、秋田祥一（旭化成㈱）、浅井華子（福井大院工）、穴田 雅（津田駒工業㈱）、入江 聡

（福井大院工）、岩下美和（福井県工技セ）、植松英之（福井大院工）、魚住幸之助（小松精練㈱）、勝野晴孝
（日清紡テキスタイル㈱）、喜成年泰（金沢大院理工）、木水 貢（石川工試）、九曜英雄（富山県工技セ）、
坂 渉（花王㈱）、坂元博昭（福井大テニュア）、佐々木隆（福井大院工）、島田直樹（福井大院工）、杉原伸治
（福井大院工）、鈴木 悠（福井大テニュア）、武野明義（岐阜大工）、田中 穣（福井大院工）、田上秀一（福
井大院工）、中根幸治（福井大院工）、中村知基（帝人㈱）、西村浩和（東洋紡㈱）、野坂悠一（サカイオーベッ
クス㈱）、橋本 保（福井大院工）、服部由美子（福井大教）、廣垣和正（福井大院工）、藤田 聡（福井大院
工）、前田 寧（福井大院工）、村上哲彦（福井県工技セ）、森 貴郁（KBセーレン㈱）、山本 洋（三菱レ
イヨン㈱）、若子倫菜（金沢大院理工）

顧 問：堀 照夫（福井大産学官）、宮﨑孝司（福井大）
事務局：野々村弘人、山本恵美

機能加工＆ナノファイバー バイオミメティクス

9 : 15～10 : 00 A－8）最近の車輌内装材－当社の差別化素材－ セーレン㈱ 山田和則
B－8） 新世代バイオ素材、実用化への挑戦

Spiber ㈱ 佐藤健大

10 : 00～10 : 45
A－9）毛髪改質技術の開発

－繊維の後処理加工の一例として－
花王㈱ 大角高広

B－9） カイコの糸作りに関する総合考
察：アロメトリ－解析、高強度化、
代謝ストレスの影響

群馬大学 河原 豊
10 : 45～11 : 15 休 憩

11 : 15～12 : 00
A－10）ポリビニルアルコールを用いた機

能性ナノ繊維の開発
福井大学 中根幸治

B－10）昆虫に学べ！モスアイ型高機能
フィルム

三菱レイヨン㈱ 魚津吉弘
12 : 00～12 : 30 閉会・ポスター賞表彰

13 : 00～17 : 00 エクスカーション会社見学（小松精練㈱ファブリック・ラボラトリー［fa-bo（ファーボ）］）

第 3日目
（7/21）

個人会員 維持・賛助会員 一 般
大学・官公庁 25,000 円 25,000 円 28,000 円
企 業 35,000 円 35,000 円 38,000 円
学 生 8,000 円 － 10,000 円
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平成28年度繊維基礎講座
－－繊維の基礎を2日で学ぶ－－

繊維学会では毎年、企業の新入社員や新しく繊維関係に携わられる方、また学部学生、院生に対して、繊維とは

何か、繊維の製造、加工、縫製、評価まで一貫して理解していただくために繊維基礎講座を開催しています。

今年度は紡糸、紡績、糸加工、織物、編み物、不織布、染色、感覚計測と、繊維製品の製造過程の基礎をしっか

りと学ぶ講演会として企画しました。大学や企業の現場で繊維関連の教育に携わっておられる方にも大いに役立つ

ものと思います。初日には講師との交流会も開催しますので、ぜひご参加ください。

主 催：（一社）繊維学会

日 時：平成 28 年 6 月 30 日㈭、7月 1日㈮

場 所：東京工業大学 蔵前会館 ロイアルブルーホール

（〒152－0033 東京都目黒区大岡山 2丁目 10－1、TEL : 03－5734－3737）

〈アクセス〉東京急行大井町線・目黒線 岡山駅下車 徒歩 1分

プログラム：

6月 30 日㈭

10 :00～11:30 繊維の歴史と合成繊維の最新の研究 東京工業大学 鞠谷 雄士

11:30～12:30 昼食

12:30～13:30 紡糸・延伸 東京工業大学 宝田 亘

13:30～15:00 紡績・糸加工 岐阜大学名誉教授 岡村 政明

15:00～15:15 休憩

15:15～16:15 高機能繊維 元・帝人㈱ 松井 正宏

16:15～17:15 不織布 クラレクラフレックス㈱ 新井田康朗

＊講演終了後、講師を交えての交流会を開催します。

7 月 1日㈮

10 :00～11:00 織物 元（地独） 都立産業技術研究センター 吉野 学

11:00～12:00 編物 （一社）日本繊維技術士センター参与 岩上 厚

12:00～13:00 昼食

13:00～14:30 染色・機能加工 福井大学名誉教授 堀 照夫

14:30～15:30 感覚計測 神戸大学 井上 真理

15:30～15:45 休憩

15:45～16:45 クレーム事例 （地独）東京都立産業技術研究センター 池田 善光

（諸般の都合により講演内容・講演時間が変更になることがあります。ご了承ください）

参加費：企業会員（含む維持・賛助会員）24,000 円、企業非会員 29,000 円、大学官公庁関係会員 17,000 円

大学官公庁非会員 22,000 円、学生会員 5,000 円、学生非会員 8,000 円

申し込み：当学会ホームページよりお申込みください。

問い合わせ先：〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208

（一社）繊維学会 TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3260

E-mail : office@fiber.or.jp ホームページ：http : //www.fiber.or.jp/
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平成28年度繊維学会秋季研究発表会
研究発表会・ポスター発表参加募集および参加要領

1. 主 催：繊維学会

2. 日 時：平成 28 年 9 月 20 日㈫～21 日㈬ 2日間
（ポスター発表は第 53 回染色化学討論会と合同）

3. 場 所：山形大学 米沢キャンパス
（〒992－8510 山形県米沢市城南 4－3－16）
JR 米沢駅より市民バスで 20 分、タクシーで 15 分。車での
来場はご遠慮ください（交通案内の詳細は以下のページをご
覧ください）。
http : //www2.yz.yamagata-u.ac.jp/access/

4. 特別講演
「ものづくり」そして「ことづくり」

オリエンタルカーペット㈱代表取締役社長 渡辺博明
「構造タンパク質による素材革命」

Spiber ㈱ 菅原 潤一

5. 研究発表会
下記のセッションを予定しています。
1. 繊維・高分子材料の創製
2. 繊維・高分子材料の機能（オプティクス・フォトニクス、接着・界面/表面機能）
3. 繊維・高分子材料の物理・ソフトマテリアルの物理
4. 成形・加工・紡糸 （ナノファイバー、繊維・フィルム、複合材料・多孔体）
5. 天然繊維・生体高分子（紙・パルプ、天然材料・ナノファイバー、バイオポリマー、生分解性材料）
6. バイオ・メディカルマテリアル
7. テキスタイルサイエンス

6. ポスター発表
発表者と参加者の活発な議論による所属や研究分野を超えた交流を推進するため、ポスター発表の場を設けてい

ます。
若手ポスターについては、優秀発表者へポスター賞を授与いたします。

7. 第 53 回染色化学討論会
主 催：繊維学会 染色研究委員会
日時・会場・懇親会は秋季研究発表会と同一です。ポスター発表は染色化学討論会と秋季研究発表会の合同で行

ないます。染色化学討論会に参加ご希望の方は、繊維学会秋季研究発表会にご登録ください。染色化学討論会のみ
の参加ご希望の方にも繊維学会秋季研究発表会予稿集代が含まれます。染色化学討論会予稿集は討論会会場でお受
け取りください。詳細は染色化学討論会のホームページをご覧ください。

8. 申し込み・原稿送付期限
・発表申し込み締切：平成 28 年 6 月 22 日㈬
・要旨原稿送付締切：平成 28 年 8 月 12 日㈮
・事前参加登録申し込み締切：平成 28 年 8 月 26 日㈮
＊発表申し込み、参加登録申し込み用のWeb開設は、6月 10 日㈮頃に学会ホームページに掲載します。
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9. 懇親会
9 月 21 日㈬夕方「上杉城史苑」にて開催します。
詳細は秋季研究発表会のホームページをご覧ください。

10. 参加登録費・懇親会費
参加登録費：

懇親会費：

＊参加登録費、懇親会費の振込先などは、6月 10 日㈮頃に学会ホームページに掲載します。

11. お問い合わせ先
本研究発表会に関してご不明な点がありましたら次のアドレスまでメールでお問い合わせください。
（山形大学 松葉 豪：gmatsuba@yz.yamagata-u.ac.jp）

平成 28年度繊維学会秋季研究発表会実行委員会
実行委員長：伊藤浩志（山形大）
実行副委員長：西岡昭博（山形大学）、松葉 豪（山形大学）
実行委員：岡田修司（山形大学）、東原知哉（山形大学）、香田智則（山形大学）、杉本昌隆（山形大学）、前山勝也

（山形大学）、宮田 剣（山形大学）、西辻祥太郎（山形大学）、福島和樹（山形大学）、浦木康光（北海道大学）、
澤田英夫（弘前大学）、大石好行（岩手大学）、寺境光俊（秋田大学）、及川英俊（東北大学）、正田晋一郎
（東北大学）、佐藤貴哉（鶴岡工業高等専門学校）、根本修克（日本大学）、井上真理（神戸大学）、松本英俊
（東京工業大学）、宝田 亘（東京工業大学）、安永秀計（京都工芸繊維大学）、平田充弘（山形県工業技術
センター）菅原潤一（Spiber）、神山統光（帝人）、坂 渉（花王）、青山雅俊（東レ）、村瀬浩貴（共立女子大）、
山本 洋（三菱レイヨン）、田中次郎（クラレ）

注）1. 参加登録費には、学会予稿集 1冊が含まれます。
2. 予稿集の事前送付はいたしませんので御了承ください。
3. 懇親会のみに参加される方は、懇親会費のみを御送金ください。

繊維学会 正会員
維持・賛助会員
協賛学・協会員

非会員
非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録 8,000 円 15,000 円 3,000 円 6,000 円
参加登録 10,000 円 18,000 円 5,000 円 8,000 円

繊維学会 正会員
維持・賛助会員
協賛学・協会員

非会員
非会員 繊維学会

学生会員 学生非会員

事前登録 7,000 円 7,000 円 7,000 円 7,000 円
参加登録 8,000 円 8,000 円 8,000 円 8,000 円
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第183回被服科学研究委員会（公開）

第 183 回の研究会は、㈱ゴールドウインテクニカル
センター 開発部 中村研二氏をお招きして「ウエラブ
ルセンサー ウェアで心拍数を計測 C3fit IN-pulse」
をテーマに講演会を行いますので、ご参加くださいま
すようご案内申し上げます。会員以外の方にも積極的
に参加の呼びかけをお願いいたします。（参加費無料）

記
日 時：平成 28 年 7 月 8 日㈮ 16 : 20～17 : 20
場 所：大妻女子大学 千代田校舎 F棟 6階

642 教室
〒102－8357 東京都千代田区三番町 12

交 通：JR中央線・都営新宿線・東京メトロ有楽町
線・南北線「市ヶ谷」駅下車 徒歩約 10 分
東京メトロ半蔵門線「半蔵門」駅下車
徒歩約 5分
東京メトロ東西線「九段下」駅下車
徒歩約 12 分
地図 https://www.otsuma.ac.jp/access/chiyoda

講 演：「ウエラブルセンサー ウェアで心拍数を計測
C3fit IN-pulse」
㈱ゴールドウインテクニカルセンター

開発部 中村研二氏
内 容：㈱ゴールドウインが開発したC3fit IN-pulse

（インパルス）シリーズは、着用するだけで心
拍数が測定できるウェアということで、国内
初のウェアラブルセンサーとして注目を集め
ています。また、取得した心拍数のデータを
スマートフォン専用アプリケーションや
GPSマルチスポーツウオッチとの連動によ
り、表示や履歴の管理が簡単にできることで、
スポーツや医療分野でも期待が集まっていま
す。今回はこのC3fit IN-pulse をご紹介いた
だくとともに、開発のご苦労などをお聞きし
たいと思います。

交流会：委員会終了後、参加者の交流会（17 : 30~19 :
30）を予定しています。

〔会場〕未定 大学近隣
〔会費〕4,000 円（予定）

申込み：交流会参加の有無も含めて、6月 30 日まで
に下記へお申し込みください。

申込＆連絡先：大妻女子大学 平井郁子
〒102－8357 東京都千代田区三番町 12
TEL&FAX : 03－5275－6022
E-mail : i-hirai@otsuma.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第225回ゴム技術シンポジウム
「耐熱性エラストマーの接着と表面処理技術」

日 時：平成 28 年 7 月 4 日㈪
場 所：東京電業会館 地下ホール

（東京都港区元赤坂 1－7－8
TEL : 03－3403－5181）

プログラム：講演 5件

第226回ゴム技術シンポジウム
「水素エネルギーシステムを
支えるエラストマー材料技術」

日 時：平成 28 年 7 月 29 日㈮
場 所：工学院大学 新宿校舎 28 階 第 1会議室

（東京都新宿区西新宿 1－24－2
TEL : 03－3342－1211）

プログラム：講演 6件

講習会 ゴムの力学入門コース2016
「ゴム材料・製品のためのFEM解析」

日 時：平成 28 年 8 月 26 日㈮
場 所：東部ビル 5階AB会議室

（東京都港区元赤坂 1－5－26
TEL : 03－3401－2957）

プログラム：3件
主 催：（一社）日本ゴム協会 研究部会
詳細はホームページ http : //www.seij.or.jp/を参照

ください。
問合せ先：（一社）日本ゴム協会（担当：小松）

E-mail : komatsu@srij.or.jp
東京都港区元赤坂 1－5－26 東部ビル 1階
TEL : 03－3401－2957

――――――――――――――――――――――――

プラスチック成形加工学会
第154回 講演会

－－混合・混練評価にCAE技術は
どこまで使えるのか－－

日 時：平成 28 年 8 月 4 日㈭
場 所：タワーホール船堀

（東京都江戸川区船堀 4－1－1
TEL : 03－5676－2211）

プログラム：講演 5件
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プラスチック成形加工学会
第19回 成形加工テキストセミナー
－－第5巻「先端成形加工技術Ⅱ」－－

日 時：平成 28 年 9 月 2 日㈮
場 所：スクエア荏原 大会議室

（東京都品川区荏原 4－5－28
TEL : 03－5788－5321）

プログラム：講演 5件

プラスチック成形加工学会
第20回 成形加工テキストセミナー
－－第Ⅰ巻「流す・形にする・固める」
＆第Ⅱ巻「成形加工における移動現象」－－

日 時：平成 28 年 9 月 27 日㈫
場 所：きゅうりあん 6階 大会議室

（東京都品川区東大井 5－18－1
TEL : 03－5479－4100）

プログラム：講演 3件
主 催：（一社）プラスチック成形加工学会
問合せ先：（一社）プラスチック成形加工学会

東京都品川区大崎 5－8－5
グリーンプラザ五反田 第 2 205 号
TEL : 03－5436－3822

――――――――――――――――――――――――

第29回におい・かおり環境学会

主 催：（公社）におい・かおり環境協会
日 時：平成 28 年 8 月 30 日㈫、31 日㈬
場 所：東京家政大学 板橋キャンパス

（東京都板橋区加賀 1－18－1）
プログラム：特別講演、口頭発表、ポスター発表、企

画セッション、機器展示
詳細は http : //www.orea.or.jp を参照ください。

問合せ先：（公社）におい・かおり環境協会
（担当：石井、中辻）
E-mail : info@orea.or.jp
東京都新宿区西新宿 4－2－18
三共西新宿ビル 3階 TEL : 03－5309－2422

――――――――――――――――――――――――

平成28年度 高機能・高性能繊維講座

主 催：（一社）日本繊維技術士センター
大阪会場）
日 時：平成 28 年 9 月 3 日㈯、10 日㈯
場 所：大阪産業創造館（大阪市中央区本町 1－4－5）

講座内容：「高機能・高性能繊維の基礎と用途展開」
5日 高機能繊維（斉藤）、高性能繊維（福西、岩崎）、

高機能・高性能繊維の染色加工（嶋田）の基礎と
用途展開

10日 不織布（北洞）、ナノファイバー（八木）、炭素繊
維（井塚）、アラミド繊維（村山）の基礎と用途展
開

問合せ先：日本繊維技術士センター
TEL : 06－6484－6506

名古屋会場）
日 時：平成 28 年 9 月 24 日㈯、10 月 1 日㈯
場 所：ウインクあいち（名古屋市中村区名駅4－4－38）
講座内容：「産業資材用高性能・高機能繊維の基礎」
24日 汎用化合繊（永安）、スーパー繊維（加藤）、自動

車用繊維（斎藤）、炭素繊維（井塚）の基礎と応用
1日 海洋・農業・土木（西村）、不織布（野口）、繊維

とエレクトロニクス（岩上）、天然繊維（西村）、
高機能付与（平手）の基礎と応用

問合せ先：日本繊維技術士センター（名古屋）
TEL : 052－231－3043

――――――――――――――――――――――――

第40回静電気学会全国大会

主 催：（一社）静電気学会
日 時：平成 28 年 9 月 29 日㈭、30 日㈮
場 所：群馬大学 桐生キャンパス総合研究棟

（群馬県桐生市天神町 1－5－1）
プログラム：学術講演、一般講演、特別講演、臨時総

会、懇親会
詳細は http : //iesj.org/を参照ください。

問合せ先：静電気学会事務局 TEL : 03－3815－4171
E-mail : iesj@iesj.org

――――――――――――――――――――――――

第64回レオロジー討論会

共 催：日本レオロジー学会、日本バイオレオロジー
学会

日 時：平成 28 年 10 月 28 日㈮～30 日㈰
場 所：大阪大学豊中キャンパス
プログラム：特別企画1、2、オーガナイズドセッション
詳細は http : //wwwsoc.nii.ac.jp/srj/を参照くださ

い。
問合せ先：日本レオロジー学会 事務局

TEL : 075－315－5687
E-mail : office@srj.or.jp

京都市下京区中堂寺栗田町 93
京都リサーチパーク 6号館 3階
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第28回高分子加工技術討論会

主 催：日本レオロジー学会 高分子加工技術研究会
共 催：繊維学会東海支部 他
日 時：平成 28 年 10 月 31 日㈪、11 月 1 日㈫
場 所：名古屋市工業研究所 管理棟 3階 第 1会議

室（名古屋市熱田区六番 3－4－41）
プログラム：特定セッション、一般セッション
招待講演）
・CFRPと樹脂 －その期待と課題－

金沢工業大学 影山裕史
・金属－樹脂接合特性評価法の国際標準化と接合メ
カニズム解析 産業技術総合研究所 堀内 伸

問合せ先：高分子ナノ複合材料研究室内 日本レオロ
ジー学会高分子加工技術研究会
TEL : 052-809-1863
E-mail : kakou-jimu@toyota-ti.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第2回材料WEEK

主 催：日本材料学会
日 時：平成 28 年 10 月 11 日㈫～14 日㈮
場 所：京都テルサ（京都市南区東九条下殿田 70

TEL : 075－692－3400）
プログラム：材料シンポジウム、第 14 回フラクトグ

ラフィシンポジウム
第 16 回コンクリート構造物の補修、補
強、アップグレードシンポジウム など

詳細は決定次第ホームページに公開します。

――――――――――――――――――――――――

第21回高分子分析討論会

主 催：（公社）日本分析化学会高分子分析研究懇談会
日 時：平成 28 年 10 月 20 日㈭、21 日㈮
場 所：名古屋国際会議場 白鳥ホール

（名古屋市熱田区熱田西町 1－1）
内 容：高分子の分析及びキャラクタリゼーションを

対象とした討論会
詳細はホームページ http : //www.pacd.jp/を参照

ください。
問合せ先：中部大学応用生物学部応用生物化学科

堤内 要
TEL : 0568－51－6295
E-mail : tsutsu@isc.chubu.ac.jp

――――――――――――――――――――――――

第52回X線分析討論会

主 催：（公社）日本分析化学会X線分析研究懇談会
日 時：平成 28 年 10 月 26 日㈬～28 日㈮
場 所：筑波大学東京キャンパス文京校舎

（東京都文京区大塚 3－29－1）
討論主題：新X線源による新たな分析の可能性

埋もれた薄膜界面のX線分析
X線検出器技術の新展開

詳細はホームページ http : //www.nims.go.jp/xray/
xbum/x52/を参照ください。
問合せ先：物質・材料研究機構高輝度光解析グループ

（つくば市千現 1－2－1） 桜井健次
E-mail : sakurai@yuhgiri.nims.go.jp

――――――――――――――――――――――――

九州大学 教員公募

公募人員：助教 1名
所 属：九州大学大学院工学研究院 応用化学部門

応用精密化学講座
専門分野：高分子材料分野（高分子の精密合成および

界面構造・物性解析）
着任時期：決定後なるべく早い時期
応募資格：博士または Ph.D の学位を有し、英語によ

る指導も可能な方
応募締め切り：平成 28 年 6 月 30 日㈭
問合せ先：応用化学部門（機能）田中敬二

TEL : 092－802－2878
E-mail : k-tanaka@cstf.kyushu-u.ac.jp

詳細はホームページ http : //www.cstf.kyushu-u.ac.
jp/を参照ください。

――――――――――――――――――――――――

龍谷大学理工学部 教員公募

公募人員：講師・准教授・教授 有機・高分子系 1名
所 属：理工学部物質化学科
応募資格：博士の学位を有すること。

基礎科学、専門科目、卒業研究・大学院研
究指導を担当。

着任時期：平成 29 年 4 月 1 日（予定）
応募締め切り：平成 28 年 9 月 30 日
問合せ先：龍谷大学理工学部物質化学科 学科主任

青井芳史
TEL : 077－543－7465
E-mail : aoi@rins.ryukoku.ac.jp

詳細はホームページ http : //www.ryukoku.ac.jp/
employment.html を参照ください。
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福井大学 学術研究院工学系部門 繊維先
端工学分野 繊維先端工学講座 教員公募

（1）職名及び人数 助教 1名
（2）所属 繊維先端工学分野 繊維先端工学講座
（3）応募資格
①着任時に博士の学位を有していること
②上記の専門分野および担当科目について教育や研
究上の業績を有していること

③研究活動が精力的であり、かつ学生の指導に情熱
的であること

（4）応募締切日 平成 28 年 7 月 25 日㈪（当日消印有
効）

（5）問い合わせ先
福井大学学術研究院工学系部門繊維先端工学分野
分野長久田研次
TEL : 0776－27－8574 Fax : 0776－27－8747
E-mail : k-hisada@u-fukui.ac.jp

繊維学会論文誌“Journal of Fiber Science and Technology”のオープンアクセス化と
著作権の取り扱いについて

繊維学会では今般の学会誌の刷新に伴い論文誌を Journal of Fiber Science and Technology（JFST）としてリ
ニューアル致しました。これに伴いより積極的な情報発信を指向し、どなたでも閲覧できるオープンアクセス
方式に切り換えております。ここで我々が使用したオープンアクセスの解釈は狭義にはフリーアクセスとされ
る「閲覧自由」という理解であり、二次利用まで開放するという意味ではありません。
現在、オープンアクセスにおける著作権譲渡の取り扱いおよび公開情報の二次利用については、Creative

Commons 準拠等の活発な議論が行われております。
本学会でも常に時代に対応したルールによる運用を目指して、この問題を慎重に検討しておりますが、

Creative Commons の普及状況等を考慮すると、現在は中長期的判断の非常に難しいタイミングであると考え
ています。
従って、当面本学会ではこれまで通り著者様から著作権譲渡を頂き、掲載内容の二次利用については著作権

保護の立場から一般社団法人学術著作権協会に著作権管理および利用許諾業務を委託して参ります。
各位におかれましては JFST掲載の著作物をご使用頂く場合は、この点をご理解いただき適切にご対応頂き

ますようお願い申し上げます。
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A Study on Polymerization-Induced Phase
Separation (PIPS) of Epoxy Solution
in Oligoethylene Glycol Aiming at
Controlling the Characteristic Length
Toshiji Kanaya＊1,＊2, Yoshiko Ogino＊3,
Atsuko Mizuike＊3, Tsukasa Miyazaki＊3,
Rintaro Inoue＊4, and Koji Nishida＊1

＊1 Institute for Chemical Research, Kyoto University, Uji,
Kyoto 611-0011, Japan

＊2 High Energy Accelerator Research Organization
(KEK), 203-1, Shirakata, Tokai-mura, Naka-gun,
Ibaraki 319-1106, Japan

＊3 Nitto Denko Corporation, 1-1-2, Shimohozumi, Ibaraki,
Osaka 567-8680, Japan

＊4 Research Reactor Institute, Kyoto University, Kumatori,
Sennan-gun, Osaka 590-0494, Japan
We have investigated polymerization-induced phase

separation (PIPS) of epoxy solution in oligoethylene glycol
(PEG200) using time resolved small-angle X-ray scattering
(SAXS). To control the characteristic length or the pore size,
especially to realize the nanometer characteristic length, we have
investigated the structure formation process as a function of the
fractions of crosslinking agent (curing agent) and oligoethylene
glycol. It was found that the effects of the crosslinking agent
fraction on the characteristic length was small, but those of the
oligoethylene glycol fraction were so large to reduce the
characteristic length down to 12.6 nm. The structural origin of
the characteristic length was not assigned to structure due to the
PIPS, but some structure originally existing in epoxy solution in
PEG200 fixed by the crosslinking reaction. J. Fiber Sci.
Technol., 72(6), 126-131 (2016) doi 10.2115/fiberst.2016-0019
©2016 The Society of Fiber Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

The Techniques and Origin of Ornamental
Gold Silks in Ancient China
Xiaorui Hu＊1 and Weidong Yu＊1,＊2

＊1 College of Textiles, Donghua University, Shanghai
201620, China

＊2 Key Laboratory of Textile Science &Technology,
Ministry of Education, Shanghai 201620, China
The ornamental gold silk is a special kind of costly silk

fabrics, and it is considered to have a long history in ancient
China. This study investigated the origin of the ornamental gold
silks and the corresponding gold-decoration techniques, and
offered an earlier time for the origin of the ornamental gold silk.
Moreover, different gold-decoration techniques were
summarized in three categories, i.e. the gold foil method, gold
thread method and gold powder method, based on the shape of
the processed gold materials. According to the analysis of the
complexity of the three techniques, it confirmed that the gold
powder method and the gold foil method predated the
appearance of the gold thread method, and a query about the
existing timeline of gold foil method and gold powder method
was proposed. J. Fiber Sci. Technol., 72(6), 132-138 (2016) doi

10.2115/fiberst.2016-0020 ©2016 The Society of Fiber
Science and Technology, Japan

―――――――――――――――――――――――――

Special Coating Technology and Film
Performance of Rice Straw Particleboard
Xiong Xian-qing＊1,＊2, Fang Lu＊1, Wu Zhi-hui＊1,
Zhang Min＊2, Lu Rong＊3, and Miyakoshi Tetsuo＊3

＊1 College of Furniture and Industrial Design, Nanjing
Forestry University, Nanjing 210037, Jiangsu, China

＊2 Laboratory of Sustainable Materials, Research Institute
for Sustainable Humanosphere, Kyoto University,
Gokasho, Uji, Kyoto 611-001, Japan

＊3 Department of Applied Chemistry, Meiji University, 1-
1-1 Higashimita, Tama-ku, Kawasaki-shi, Kanagawa
214-8571, Japan
The sanded surfaces of rice straw particleboards were

coated with shell-simulated coating, marble-texture-simulated
coating at 25°C and 75% relative humidity. The properties of
gloss, hardness, adhesion, yellowing resistance, and hand-feel
were examined. Although the crackle-simulated coating had
relatively poor hardness, adhesion, and durability compared with
the other special coatings, its decorative appearance was the best.
On the other hand, flash and shell-simulated coatings showed
better durability but relatively poor decorative qualities. Based
on these results, rice straw particleboard coatings are discussed.
J. Fiber Sci. Technol., 72(6), 139-146 (2016) doi 10.2115/
fiberst.2016-0021 ©2016 The Society of Fiber Science and
Technology, Japan
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